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同窓会通信－野幌だより－ 
   酪農学園同窓会ニュースレター 

  

酪農学園の現況（2021年度） 
 

〇酪農学園大学（2021.5.1） 

学生数：3,336名 

（大学3,268名、大学院68名） 

教職員：332名（教員178名、職員154名） 

〇とわの森三愛高等学校（2021.5.1） 

生徒数：1,057名 

（全日制：普通科779名、 

 アグリクリエイト科109名） 

（通信制：普通科148名、 

  農食環境学科 21名） 

教職員：69名（教諭56名 職員13名） 

 

入試状況（2021年度入試） 

〇酪農学園大学 

 総定員７００名 入学者数６７１名 

〇とわの森三愛高校 

 総定員３００名 入学者数３５０名 
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２０２２年度 累計卒業生数 

 大学院 計  １， ７４２名 

 大   学 計   ３３，７５５名 

 短 大 計        ９，４８７名 

 高 校 計   ２１，５５６名 

 合 計 計   ６６，５４０名 

 

 酪農義塾 計           ３０３名 

   酪農学校 計 ＊９１，５１７名 

 

   総合計 １５８，３６０名 

地区支部の設置状況（ ）は未設置        

北海道１区：石狩 ３支部（１）(江別) 

北海道２区：道央 ６支部（２）(空知1)(胆振2) 

北海道３区：道南 ５支部（２）(後志1)(後志2) 

北海道４区：道北 ６支部（１）(留萌1) 

北海道５区：道東 ６支部（０） ２６支部（6) 

東北地区 ：   ６支部（０） 

関東甲信越地区：１０支部（０） 

中部地区：    ７支部（０） 

近畿地区：    ６支部（０） 

中国地区：    ５支部（０）) 

四国地区：    ４支部（０） 

九州地区：    ８支部（０）４６支部（０) 

 

  酪農学園同窓会50年のあゆみ 
            刊行予定 

 １９７３年に設立された酪農学園同窓会

（旧酪農学園同窓会連合会）は２０２３年で

５０周年を迎えます。４０周年時にも「４０

年のあゆみ」を刊行いたしました。 

 この度、代議員会で承認をいただき、酪農

学園同窓会「５０年のあゆみ」を刊行するこ

とになり、「４０周年以降にご協力いただい

た役員・代議員・支部長等に１０月末を目途

に原稿のお願いをいたしました。 

 本年度内の発行を目指しております。皆様

にはご多忙中とは存じますが「発行に向けて

ご協力をお願い申し上げます。 

 掲載内容は、お寄せいただいた原稿の他

に、５０年の経過報告、各地区支部の沿革や

歴代役員・支部長等の名簿等を予定しており

ます。 

 また、４０年からの１０年において、高橋

節郎元会長始め草創期に同窓会でご尽力いた

だいた方々がご逝去されておりますので永眠

者一覧も掲載いたします。 

  

 

  酪農学園創立９０周年記念事業 

 
記念礼拝・記念講演 

９月２３日（土）１３：３０～ 

  （ホームカミングデー） 

 会場：黒澤記念講堂 

 講師：白井一幸氏（ＷＢＣヘッドコーチ） 

 

記念式典 

 ９月２９日（金）１５：３０～ 

祝賀会 

 ９月２９日（金）１７：００～ 

 会場：札幌ガーデンパレス 

  

  



同窓会開催報告            

第７巻 第６号（通号７９号） 

   

  

 さて今回の当時希望寮でお世話になった河村正人氏を囲む同

窓会を、このせたなの河村ガーデンで開催するに当たり、5月

に参加希望を募って、参加意思のある在寮生に案内を出した。

結果非常に微弱数となったが、西川求先生からは数よりも、開

催することに大きな意味があるのだから意気消沈すること無か

れとのご助言を頂いた。やはり大先輩の言葉には説得力がある

と感じ入った。 

 結果、他寮の方も参加くださり､少数精鋭？の同窓会となっ

た。また同地域にお住まいの家族の方、その友人なども多く参

加していただき､同期たちだけとは違う楽しいひとときと､53

年前に記憶を辿る出会いにもなったかと思う。 

 せたなをあとにしてしばらく時間がたっての感想なのだが、

５０年以上も経っての同期たちの環境は、それぞれの地域にお

いて、家族を持ち地域的な社会貢献もしてきた人生があり、今

回河村正人氏のご家族友人にもご参加いただいてのひととき

は、どれほどの皆様と地域において、生かされ愛されているか

を感じとる良い機会だったかと思う。その意味では私たち希望

寮の参加が少ない分、補って余りある出会いになったと思って

いる。 

  ※八戸から青森まで2時間+青函フェリー函館まで3時間

40分+函館から瀬棚まで2時間・車で所要8時間。何回か通う

うちに近いという印象になってきました。（文責 園田益男）  
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 機農高校寮同窓会開催報告 
  

53年前にお世話になった学生舎監に逢いにゆく旅紀行。今月７

月８日にせたなで機農高校の寮の同窓会を53年振りに開催し

た。53年振りとは、せたな在住の河村正人氏と再会するのが卒

業以来なのです。全寮制の我が機農高校は全国から多彩な個性

を持ったモノが集まっていた｡1969年卒業組、2年までの担任

だった西川求先生と３年、学生舎監デンマーク帰りの河村正人

氏は、せたなの同地区に入植して立派に成功している。 

 今回はその河村氏に再会するべくの旅でもあった。西川求氏

は私たちの学級担任であったのだが、教職前から酪農の道に進

むと決めており、その機会を待って1968年にせたなに入植す

るために私たちとはお別れした。今回その2年のとき在寮した、

機農寮でのお別れの日が近づいてくる日々のなか、寮生各自1頁

ずつお別れやら激励？？の文章をしたためるモノが回ってきた

らしい？と言うのも、今の今まで全く記憶が無いのだ。今回の

機会にその存在を知ることになり、自分の書いたものを54年振

りに見ることになる。これは今回の主人公である河村正人氏に

も言えることで、1969年卒業の時に渡したメッセージ文の有

ることが昨年訪問したときに判明したのである。同じく自分に

は記憶が無かったのではあるが、今読んでみると確かに53年前

の自分がいるのである。河村正人氏は自分から寮生に書いて貰

うお願いをしたのだが、西川求先生は、誰が率先して書かせた

のか、未だに不明だという。お別れの日に手にぽんと渡された

という｡それが誰の手からだったのかも覚えていないという。

50年以上も経つと、まるで全てがドラマのような思い出となっ

てしまう。 

 述べるのが後先になったが、河村正人氏は私たちが機農高を

卒業した年1969年に現在の地瀬棚に入植している。入植当時

の住宅が今も残っておりました。 

 私は今年の5月にお手伝いで3日程、せたなを訪れ草刈り等を

行った折、今回の53年振りの希望寮の同窓会をここせたなで開

催したいという提案をした。河村さんからは是非是非との快諾

をいただき、肌身離さず、53年前の在寮生のかき寄せしたノー

トを持ち出してきて、彼はどうしている？等と一人一人尋ねら

れ、このことから、これは必ずこの地に集まっての再会の場を

持ちたいと強く心に感じて一旦青森に帰ってきました。実はそ

の前の年、コロナ禍で延期になっていた機農高の四期生の同期

会を11月に開催した折、せたな河村正人氏にお会いしており、

せたな希望寮同窓会を開催する話は自分では準備不足と思い、

出しておりませんでしたが、11月の同期会で希望寮数人に打診

しておりました。しかし同期たちからは、余り思わしくない印

象でした。変に冷めた印象でしか無かったのが事実。余りにも

時間だけが経ち過ぎてしまったのだろう。唯言い訳するつもり

はないのだが、今回のことに幾らかは影響するのか、コロナ

前々の2010年に機農高の1年青峰寮、2年機農寮と暁鐘寮、3

年の自由寮、大志寮と我が希望寮の学生舎監だった方々の現在

の消息を把握できていた。亡くなられた方も有り、また行方不

明者もおられたのだが、8割方調べることが出来た。現在のnet

社会の捜索データの凄さである。理由は殆どの当時学生舎監

だった方々はお名前だけですぐに判明した｡それだけ社会的に地

位ある成功者になって居られるという証拠でもある。ただ個人

的な理由も有り、返事を頂けない方も居られました。 

 その間各地域持ち回りの同期会の開催監事に、学生舎監だっ

た方々の招待話の提案もしたのだが、各地域開催の幹事たちの

反応が思わしくなく、これは自分が旗揚げするしか無いと思う

ようになって、今日の開催となった。 



同窓会開催報告           
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同窓会通信－野幌だより－ 

 第12回酪小獣麦の会総会・講演会開催報告 

 今年は全国的に猛暑が続いておりますが、北海道も異常な

ほど猛暑に見舞われております。同窓生の皆様におかれまし

てはお元気でお過ごしでしょうか。  

第12回酪小獣麦の会総会・講演会が2023年8月4日（金）

20：00よりZoomを利用したWeb形式によって開催されま

した。参加者28名委任状23名でした。 

まず、立花徹会長によるあいさつを頂き、続いて全国酪小獣

南 繁会長にも挨拶をお願いしました。いずれも昨今の大学事

情についてのお話がありました。 

 続いて講演会に移りました。講師は鳥巣至道 酪農学園大学

附属動物医療センター長にお願いしました。 

 講演は、「３大学を渡り歩いて、今の酪農学園大学で思う

こと」「腹腔鏡手術の実際」というテーマで約８０分講演し

ていただきました。先生は日獣大時代に大学院特別研究生と

いう立場で多くの肝臓手術をこなされましたが、無給で土日

のアルバイトをしながら、生活をしていたそうです。さら

に、サプリメント会社を立ち上げ起業した経験は、現在動物

医療センターを運営していくうえで役立っているそうです。 

 講演終了後、麦の会総会を行いました。司会進行、Zoom

ホストは松尾直樹事務局長が担当しました。開会挨拶は近藤

厚副会長にお願いしました。議長は昨年同様、立花徹会長に

お願いしました。 

 議案は、①2022年度事業報告および決算報告が行われ、

木村雅之監事より監査報告がありました。続いて②2022年

度剰余金処分案③2023年度事業計画・予算案④2023年度

会費の金額並びに徴収方法⑤その他について審議が行われま

した。大学が主催する動物愛護フェスティバルに麦の会とし

て寄付するかどうかについて意見交換があり、麦の会からの

寄付は行わないことに決定しました。  

 閉会挨拶は、玉井聡副会長に行っていただき無事総会が終

了いたしました。（事務局：松尾直樹）  

  

   獣医学部43期卒後10周年同期会   

 ７月29日（土）午後２時からホテルエミシアを会場にし

て、コロナで延期となっていた１０周年同期会を執念で開催

（笑）出来ました。 

 会場のエアコンをフル稼働でも勝てない記録的な猛暑の中、

各地から多忙なスケジュールを調整して41名が参加出来まし

た。夏休みという事もあり、お子様連れの方や家族旅行を兼ね

て来札された方もいらっしゃいました。 

1次会では会場に来られなかった人もZOOMで参加できるよう

準備をして、会場と会話を楽しんで頂きました。 

 久しぶりの再会で2時間では話が尽きず、3次会まで盛り上

がり、良い同窓会となったと思います。 

（幹事：西海賢治・権平智）  

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

  

令和5年酪農学園大学・短期大学 

              フェンシング部OB会報告 

去る８月６日（日）午後６時から札幌市内の札幌東急REIホテ

ルを会場に標記のフェンシング部OB会が開催された。出席者

は３３名。講師にフェンシング部OBで酪農学園前常務理事の

西田丈夫氏。 

次第によりご逝去されたOB等への黙祷が行われ、乾杯の挨拶

後、出席者によりスピーチが行われた。 

最後に酪農讃歌を合唱して中締めとなった。なお、欠席された

OBからのメッセージや懐かしい写真が式次第で報告された。

（幹事 西田秀樹、竹田正雄）               



〒069-8501 

北海道江別市文京台緑町５８２ 

            酪農学園同窓会 

電話 ０１１（３８６）１１９６ 

FAX ０１１（３８６）５９８７ 

Email: rg-dosok@rakuno.ac.jp. 

HP:http://rakuno.org/ 
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 酪農学園大学 

ブランドマークと 

キャッチフレーズ 

 ラグビー部OB会６０周年記念祝賀会報告 

 ７月１６日（日）、新札幌のホテルエミシアを会場に盛大

に執り行われました。 

全国から集まったＯＢと現役、スタッフ含め総勢100名近

い人数で60周年を祝う事が出来ました。 

壇上でのスピーチ等、当時の思い出に浸りながら次は70周

年、80周年にて再び集まりましょうと約束しました。 

最後は酪農賛歌で締め、ラグビー部の更なる発展を祈念しま

した。 

翌日、野幌総合運動公園にて行われたＯＢ戦は、ライバルで

ある小樽商科大学ＯＢをお招きし対戦しました。 

※白赤黄が本学ＯＢ、紺紫が小樽商大ＯＢ。チーム編成(20

歳代～70歳代)でチームを編成、数十年越しに思い出の地、

野幌にて。 （事務局 清野貴志）  

 酪農学園同窓会長崎県支部総会報告 

 令和5年7月29日（土）１７：００から長崎県諫早市の

「diningうまや」を会場にして、酪農学園同窓会長崎県支部の総

会並びに懇親会が4年ぶり、16名の出席で開催された。 

 コロナ感染症の影響でこれまで開催を見合わせておりました

が、4年振りの再会で、時間が経つのも忘れ、盛会に開催するこ

とができました。最後に酪農讃歌を全員で合唱して終了しまし

た。 

 なお、懇談の途中、言葉も弾み、「来年こそ皆で一緒に母校に

行こう」という意見もあり、実現に向けて検討したいと考えてい

ます。（文責 長崎県支部事務局 久保 達彦） 

 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

酪農学園同窓会広島県支部役員会報告 

猛暑が続く中、去る7月23日（日）11時から世羅夢公園を会場

にして広島県支部の役員会を開催し、高蓋中国地区会長を含めて

５名が集まりました。内容は近況報告と今年度の広島県支部総会

の開催について協議しました。 

（瀧奥 拓二郎）  

酪農学園同窓会 

 編集後記 

 北海道も観測史上、例のない猛暑が続いています。例年は

お盆を過ぎるとトンボが飛んで鱗雲が出て秋の気配が漂って

いますが、今年は湿気の多い本州並みの夏がまだ続いていま

す。同窓生の皆様も体調管理にご留意下さい。 

 早いもので今年も半年が過ぎ、コロナ禍明けの総会が各地

地区で始まりつつあります。４年ぶりのイベントが全国各地

で行われていますが、猛暑に水を差されている感じです。 

 借景でもある野幌森林公園にまた羆が入ったとの情報もあ

りますので近隣の方はお気をつけて下さい。 

 早く涼しい実りの秋の到来を期待しています。 


